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1. 比較的低外力によると思われる腎外傷の 3例
外間孝雄(国立習志野)
症例 1，18歳男，昭和49年 1月10日右側腹部打撲。馬
蹄鉄腎の右腎断裂。右腎摘出術，狭部離断術を施行。症
例 2，26歳男，昭和51年 1月7日左側腹部打撲。左腎下
極高度腎破裂。左腎摘除術を施行。症例 3，14歳男， ~g 
和51年 9月20日左側腹部打撲。左腎上極軽度腎破裂。保
存的に経過を見て良好であった。以上，比較的低外力に
よると思われる腎外傷3例を報告した。 
2. 外傷によると思われる化骨傍腎仮性嚢胞の 1例
外間孝雄(国立習志野)
症例， 31歳女性， 5歳時外傷の既往があり，消化管の
精査中，偶然， 右腎上極球状石灰化陰影を発見さる。 
IVP，R-P，Angiographyを施行の上，右腎摘出術を行
った。摘出標本は，病理組織学的に化骨を伴う外傷によ
ると思われる仮性のう胞であった。 
3. 外傷性腎破裂を伴った交叉性癒合性腎変位の 1例
真鍋 鴻(成田赤十字)
交通事故にて出血性ショックとなった患者に導尿を行
った所著明な血尿があり，腎外傷を疑い大動脈造影を施
行。右単腎症で下 1/3がネフログラムで造影されず，腎
外傷と診断，腎部分別除術を施行した。腎の下 1/3は断
裂し上 2/3は血行は良かったが，多数の小亀裂があり破
膜も欠損していた。創治癒後尿路感染症が治りにくいた
め勝脱鏡を行う。両側尿管口があり，インジゴ排?世もあ
った。 IP，RPを施行し上記診断を得た。 
4. IVP，R・Pで正常像を示した腎孟属平上皮癌の 1 
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五十嵐辰男，村上信乃，一桝泰一
(旭中央) 
71歳，女。昭和53年10月6日，強度の貧血を伴う血尿
く，尿細胞診で ClasslVであった。
腫療は右腎実質内への浸潤が強く，腎孟内腔への浸潤
が強く， 腎孟内腔への増殖はなかった。組織学的に，
肩平上皮癌と思われる部分と移行上皮癌の部分があっ
たので， 腎孟移行上皮癌の肩平上皮化生の可能性を示
唆した。患者は，術後22日目で退院し，経過は順調であ
る。 
5. 脊髄損傷患者の尿路変更
並木徳重郎，松村勉(千葉労災)
脊損患者の尿路変更について，主として上部尿路での
尿路変更， Ileal Conduitと CutaneousVesioostomy 
について，その長所短所につき検討した。われわれの現
状での感想としては，尿管の延長，拡張の著明であるこ
との多い脊損腎不全例では， Cutaneous Ureterostomy 
が手術時間も短く，しかも術後の腎孟内残尿のカテーテ 
yレによる洗い出しも可能であり，より推奨さるべき尿路
変更法のように考えている。 
6. バッグカテーテル用トロカールの使用経験
瀬川裏，丸岡正幸(厚生中央)
トロカールによる勝脱痩の設置は，下部尿路通過障害
の一時的，或は永久的尿路変更術として，容易に， しか
も安全に施行される良い術式である。しかし，一般の
トロカーノレではパッグカテーテノレの留置は不可能で、あ
る。今回，これに改良を加え，パッグカテーテノレの留置
を可能にしたトロカーノレを試作した。一般のトロカーノレ
同様，全く危険なく，特別な操作を加えることなく施行
し得ることを紹介した。 
7. 最近14年間の原路結石症の臨床統計(昭和40年~
昭和53年)
村上光右，真田寿彦，宮内大成
山口邦雄，伊藤晴夫，島崎淳
(千大) 
で来院。 KUB，IVP，RP，大動脈撮影で異常所見はな 163，38まで外来受診患者総数S 53. 12. 31.，11.S 40. 
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例中尿路結石症例1976例で， 頻度5.2%，上部尿路 87.6
%，下部尿路11.3%，30歳台28%，20歳台25%，男女比 
2 : 1，60歳以上の72%が男性でそのうち70%が下部尿
路。再発結石は男性1339例中176例，女性637例中64例。 
50歳台， 40歳台に多い。自排率は30%，自排期間は 1ヶ
月以内55%，1年以内95%，大きさ 9mm以下が多い。
赤外分光分析で穫酸 Ca+燐酸 Ca43%， 穆酸 Ca31 
%であった。 
8. 当院泌尿器科における小児泌尿器疾患の統計的観
察
遠藤博志(松戸市立)
昭和51年 8月から昭和53年12月までの小児泌尿器疾患
は外来件数では4608例中小児患者は1040例(約23%)，う
ち入院患者は708例中小児患者は165例(約23%)であっ
た。手術件数は695件中小児は149件(約21%)であった。
最後に腎膿療，勝脱腫虜，勝脱外反症などについて紹介
した。 
9. 排原障害の薬物療法
北村温，安田耕作，島崎淳(千大)
当科における排尿障害の診断と治療法の概要を述べ
最近の代表症例三例を紹介した。症例I， 49歳女性数年
来 StressIncontinence，トフラニール投与により症状
は軽快し， U.P.P上も最高圧の上昇があった。症例I， 
20歳男子， Dyssynergiaと無抑制尿失禁あり， セノレシ
ン10mgの投与により，矢禁はとれた。症例m，40歳，
子宮頚癌術後の自律勝脱，残尿量が400ml以上あったが，
フエノキシベンザミンの投与により排尿状態良好となっ
た。 
10，.肉眼的血原に関する実験
丸岡正幸，瀬川裏(厚生中央)
我々は血尿を主訴とする患者に出会う時血尿の程度，
他の尿異常所見との関連はどうなのかと興味をもち，以
下の実験を行なった。正常者尿， 正常者希釈尿， 蒸留
水，生理的食塩水の 4群に血液を各々混和し10倍から 
107倍希釈液までを作り， 肉眼的所見， 潜血反応尿沈?査
上の赤血球数，蛋白定量を施行し，それぞれを比較検討
してみた。
〔特別講演〕 
Intersexの臨床
片山喬(千大)
教室開設以来経験した Intersex症例， とくに Kli-
nefelter症候群，真性半陰陽，女性半陰陽(高Ij腎皮質過
形成， hormone-induced female intersex)，宰丸性女性
化症， mixed gonadal dysgenesis，hernia uterii in-
guinalisなどを呈示し，臨床像と chromosome分析の
結果， plasmaホノレモン値などの関係につき考察を加え
た。
